
  

２０２５年９月１０日 

東海旅客鉄道株式会社 

 

ハイブリッド方式の新形式車両「ＨＣ３５形」の新製について 

 

当社は、快速「みえ」及び高山本線・太多線等の普通列車で使用しているキハ７５形気

動車が製造から約３０年が経ち、更新期を迎えることから、ＨＣ８５系、３１５系で培っ

た技術を活用し、ハイブリッド方式の新形式車両を新製します。 

なお、当社の在来線普通車両へのハイブリッド方式の車両投入は初めてとなります。 

 

１．新形式車両の概要【別紙１】【別紙２】 

車両形式：ＨＣ３５形 

駆動方式：ハイブリッド方式 

編 成 数：２両×１９編成（合計３８両） 

投入区間：名古屋駅～伊勢市駅・鳥羽駅間（快速「みえ」等で使用） 

岐阜駅～下呂駅間、美濃太田駅～多治見駅間 

投入計画：２０２８年度～２０２９年度 

エクステリア：在来線通勤型電車３１５系のデザインでも採用されている親近感のある形状・

色彩をベースとしつつも、快速「みえ」の速達性を表現したデザイン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

投入線区 エクステリアイメージ 



 

 

 

 

２．ＨＣ３５形の特長 

（１）安全性・信頼性の向上 

・ハイブリッド方式の採用により、推進軸等の気動車特有の回転部品を不要とするほか、

既に使用実績のある重要溶接部の少ない台車構造を採用し、安全性を向上させます。 

 ・状態監視システムにより、車両機器の稼働状態や故障状況等を遠隔で常時監視し、安

全性・信頼性を向上させます。 

 ・車内防犯カメラを設置し、セキュリティを向上させます。 

  

（２）輸送サービスの向上 

 ・線区・列車の特徴に合わせ、主に快速「みえ」で運用する車両は転換クロスシートと

ロングシートを１両ずつ、高山本線・太多線で運用する車両は２両ともロングシート

とします。 

・全編成に車椅子対応トイレを１箇所、各車両に車椅子スペースを設置し、バリアフリ

ー設備を充実させます。 

・冷房能力を約１６％向上※させ、３１５系と同様にＡＩによる混雑状況等に応じた温度

補正を自動で行い、より快適な車内環境を実現します。 

 

（３）環境負荷の低減 

・ハイブリッドシステムの採用等により、約３５％の燃費向上※を実現します。 

・燃費向上等により、ＣＯ２を約３０％、ＮＯＸを約４０％削減
※するなど排出ガスを減

少させます。 
   ※キハ７５形気動車比 

 



ＨＣ３５形とキハ７５形気動車の車両仕様比較

項目 ＨＣ３５形 （参考）キハ７５形気動車

基本仕様

駆動方式 ハイブリッド方式 気動車方式

最高速度
１２０ｋｍ／ｈ

ハイブリッド方式としては国内最高
１２０ｋｍ／ｈ

編成両数 ２両編成 ２両編成

安全性・信頼性
の向上

台車 重要溶接部の少ない台車構造 従来型の台車構造

車内防犯
カメラ

あり（５箇所／両） なし

輸送サービス
の向上

腰掛
オール転換クロスシート＋ロングシート（快速「みえ」等）

ロングシート（高山本線・太多線）
転換クロスシート（端部固定）

車椅子
スペース

あり（１箇所／両） あり（１箇所／編成）

車椅子対応
トイレ

あり（１箇所／編成）
なし

（通常のトイレ１箇所／編成）

空調
冷房能力を約１６％向上

ＡＩにより自動的に設定温度を補正
車掌が手動で温度補正

環境負荷の低減

燃費 約３５％向上 －

排出量
（ＣＯ２,ＮＯＸ）

ＣＯ２：約３０％削減、ＮＯＸ：約４０％削減 －
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※キハ７５形気動車比

※

※
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ＨＣ３５形のエクステリアイメージ

前方端部に丸みを持たせた
柔らかな形状

長く親しまれている
コーポレートカラーのオレンジを配色

斜めに立ち上がる
オレンジの帯

「親近感×速達性」を表現したデザイン

親近感 速達性
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